
 

対策内容 

 平成 26 年度から令和元年度までの点検結果に対する主な対策として、対策区分Ⅲの橋梁につい

て以下の対策を行いました。 

◆ 鋼桁再塗装  

 

 

 

 

 

 

 

◆ コンクリート床版 断面修復   

 

 

 

 

 

 

 

◆ コンクリート床版橋 断面修復  

 

 

 

 

 

 

◆ ボックスカルバート 断面補修 

 

 

 

 

 

 

 

 

集約化・撤去 

 迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、令和５年度までに２橋程度の集約化・撤去を検討

します。 
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今後の取組 

維持管理の更なる高度化，効率化 

予測保全※の導入に向けて，維持管理の高度化，効率化を図ることとし，ＡＩ／ＩｏＴ等のデ

ジタル技術等の導入を進めます。 

ドローンや３次元データを活用した施設点検等の効率化 

床版点検車を活用した非破壊検査による点検の高度化 

センシング技術等による劣化状態の把握や劣化予測技術の構築 
※：これまでの予防保全型や事後保全型の維持管理について，センサーデータ等の蓄積・分析によりインフラの劣化予測精

度を向上させ，最適な時期に最適な工法で補修していく考え方 

【新技術等の活用の令和３年度から令和７年度までの短期的な数値目標】 

管理する 4,222 橋のうち，約１割の橋梁で新技術の活用を目指します。 

図Ⅱ－９ ドローンによる点検状況 

図Ⅱ－１０ 床版点検車とその解析画像 

凡例   ■ 舗装はく離，浅い砂利か，水平クラック等の疑いあり

■ 深い砂利化，床板上面の滞水等の疑いあり

調査結果例

■
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